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研究要旨 

本研究の目的は、現在二つあるアトピー性皮膚炎診療ガイドラインを統一した新たな診療ガイ

ドラインを作成することにより、アトピー性皮膚炎の診療に携わるさまざまな診療科の医師が使

え、すべての年齢層の患者の診療に必要な内容を含むアトピー性皮膚炎診療ガイドラインを作成

することにより、アトピー性皮膚炎の診療の均てん化に資することである。 

本ガイドラインでは、クリニカルクエスチョンに対する推奨度の設定に加えて、より詳細な情

報を使用者に提供してアトピー性皮膚炎の診療に関する理解を深めるため、アトピー性皮膚炎の

診療に重要な事項について解説した文章を掲載することにした。そこで、アトピー性皮膚炎の「洗

浄スキンケア」「漢方治療」、「入院治療の適応」に関して、PubMed や医学中央雑誌などのデータ

ベースを用いて検索した情報や国内外の書籍、総説、現行のガイドラインなどの情報をもとに解

説文を作成した。 

 

A. 研究目的 

本研究の目的は、現在二つあるアトピー性皮

膚炎診療ガイドラインを統一した新たな診療

ガイドラインを作成することにより、アトピー

性皮膚炎の診療の均てん化に資することであ

る。 

B. 研究方法 

アトピー性皮膚炎の漢方治療に関して、

PubMed や医学中央雑誌などのデータベース

を用いて検索した情報や国内外の書籍、総説、

現行のガイドラインなどの情報をもとに、①洗

浄スキンケア、②漢方治療、③入院治療の適応

についての解説文を作成した。作成した文章は、

研究班員による議論と推敲を得て、最終版を作

成した。 

 

C. 研究結果 

①洗浄スキンケア 

アトピー性皮膚炎における石鹸・洗浄剤の使

用の有用性に関する RCT は、石鹸・洗浄剤の

使用の有効性自体を検討した RCT は見つから

なかった。そこで、委員会で議論を重ね、洗浄

のスキンケアで清潔を保つことは基本である

が、バリア機能やそう痒惹起を考慮して湯の

温度を熱くしすぎないこと、入浴後できるだ

け速やかに保湿を行うことを記載した。また、

石鹸・洗浄剤の使用についてもそのメリッ

ト・デメリットを考慮し、乾燥が強い症例や

部位、季節、あるいは石鹸・洗浄剤による刺

激が強い場合には石鹸の使用を最小限とす

る、逆に脂性肌や脂漏部位、軟膏を毎日塗る

部位、皮膚感染症を繰り返す部位には悪化因

子回避の目的で石鹸・洗浄剤を積極的に使用

することとした。 

②漢方治療 

 二重盲検ランダム化比較試験の中で国内の
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一般的な皮膚科で処方が可能な方剤に関する

ものは「消風散」と「補中益気湯」を用いた 2

件のみであった。そこで、現時点では、「アト

ピー性皮膚炎には A という方剤」という画一

的な処方の有用性は明らかではない。今後は皮

疹の性状から方剤を選択することの有用性に

関する評価も含め、慎重な検討が必要である。

また、甘草を含む方剤による偽アルドステロン

症や、補中益気湯による間質性肺炎、肝機能障

害、黄疸などの副作用が報告されており、漢方

療法は漢方薬に習熟した医師のもとで行うべ

きと考える、と結論付けた。 

③入院治療の適応 

 現行のガイドラインを参考にし、重症例の中

には急性増悪の場合と慢性的に重症の皮膚炎

が遷延化している場合があり、とくに後者にお

いて入院治療の意義が大きい、と考えた。その

ような症例に、入院治療により、日常の環境か

ら離れて外用療法を徹底し、時間的余裕の中で

患者と治療者の信頼関係を確立し、悪化因子や

外用方法、スキンケア方法を見直し、これらの

問題を早期に解決することを可能とすること

が期待できる、と解説した。さらに今回、重症

例に限らず、薬物療法を中心とした治療を適切

に継続できずに、期待されるほど治療効果があ

がらないことがしばしばみられるため、中等症

に相当する場合にも必要に応じて入院治療を

検討することを追記した。 

 

D. 考察 

 「洗浄スキンケア」「漢方治療」、「入院治療

の適応」については、あまり多くの RCT によ

るエビデンスはないが、委員会での議論を通し

てコンセンサスを得るができ、それを基に実臨

床に即した解説文を作成することができた。 

 

E. 結論 

アトピー性皮膚炎の「洗浄スキンケア」「漢

方治療」、「入院治療の適応」について解説する

文章を作成した。 
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なし 
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